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減量推進課

報告事項１「基本理念の実現に向けた
具体的な取組の考え方」
➂サステナブル・ファッションの浸透

令和５年度一般廃棄物減量等推進審議会 資料１－３



サステナブルファッション
衣服の生産から着用、廃棄に至るプロセスにおいて将来にわたり持続
可能であることを目指し、生態系を含む地球環境や関わる人・社会に
配慮した取り組みのこと。

ファッション産業は、製造にかかるエネルギー使用量やライフサイクルの短さなど
から環境負荷が非常に大きい産業と指摘されており、国際的な課題となっています。
そして、衣服の生産から着用、廃棄に至るまで環境負荷を配慮したサステナブル
（持続可能）なファッションへの取り組みは、急速に拡がっています。
環境省は２０２０年１２月～２０２１年３月に、日本で消費される衣服と環境負荷に関
する調査を実施しました。

1. サステナブルファッションとは

兵庫県資源循環推進計画の概要（案）

取組① プラスチック資源循環の促進
取組② 食品ロス削減対策の推進（兵庫県食品ロス削減推進計画）
取組③ サステナブルファッションの展開

● 暮らしに根ざした資源循環の重点取組



出典：環境省HP

服一着※¹の製造プロセスにおいて、CO₂排
出量は約２５．５kgとなりペットボトル（５００
ml）を約２５５本製造する量に匹敵します。ま
た、原料となる植物の栽培や染色などで、
約２，３００ℓの水が消費されており、大量の
衣服が生産されている現代では、その環境
負荷が大きくなっています。

国内における衣服供給量は増加する一方で、
衣服一枚あたりの価格は年々安くなり、市場
規模は低下しており、傾向として大量生産・
大量消費が拡大しているとも言え、衣服のラ
イフサイクルの短期化による大量廃棄への
流れが懸念されます。

2. 服（一着）生産に係る環境負荷

※¹⋯ （２０１９年時点における服の国内供給量約３５．３億着をもとに算出）



出典：環境省HP

3. 求められる取組



RE.UNIQLO
ユニクロ店舗で回収した服をリユースし、国連難民高等弁務
官事務所や世界中のNGO・NPOとともに、難民キャンプや被
災地への緊急災害支援など、世界中の服を必要としている
人たちに届けています。

リユースできない服は燃料や防音材として加工。

新たな取り組みとして、ダウン製品を皮切りに「服から服への
リサイクル」を推し進めています。

4. 事業者の取組（UNIQLO）

出典：「UNIQLO」HP



古着類回収（行政回収）
平成１２年度 平成２４年度 平成２８年度

古着類回収内容 行政回収開始（１回/月） 頻度変更 （２回/月） 頻度変更 （１回/週）

回収量（ｔ/年度）
２３．７９ ３４８．９４ ３５０．５５

平成１３ 平成２５ 平成２８

再生資源集団回収奨励金制度（集団回収）

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

登録団体数 ３１８ ３１８ ３１４ ２９８ ２９２

全体回収量（t） ４，９０６ ４，９７１ ４，４０５ ４，３３０ ４，０７３

うち古着回収量(t) 324 360 298 340 312

交付額（千円） １９，６２３ １９，１６４ １７，６２２ １７，３１９ １６，２９２

伊丹市役所・伊丹市環境クリーンセンターでは、再生資源を利用して作られた作業
服を着用しています。

グリーン購入法関連

5. 伊丹市の取組
開始年度



•既存リサイクルルートの推奨

•リサイクラーとの連携・広報・周知

•環境負荷・環境配慮の情報発信

•服の買い替えについての啓発

伊丹市として効果的かつ経済的な手法を調査・研究し、持続
可能な取り組みを実践していきます。

6. 今後の取組


